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1. 原著論文（英文; 筆頭著者のもの, あるいは大学院生などの博士指導論文

を中心に掲載しております） 
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36(Suppl.2):S83-S86, 2000. 
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Japanese men. Clin Sci [Lond] 103:117-122, 2002. 
21. Hirotoshi Egawa, Junichi Minami, Kouichi Fujii, Shinsuke Hamaguchi, 
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in the elderly during laparoscopic cholecystectomy: a preliminary study: Can J 
Anesth 49:805-809, 2002. 
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Hiroaki Matsuoka. Relation between the angiotensin-converting enzyme 
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Hypertens 17:713-718. 2003. 【博士指導論文】 
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導論文】 
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2. 原著論文（和文） 
 
1. 南 順一, 吉見宏樹, 石光俊彦, 河野雄平, 松岡博昭, 西 正吾：少量のデ

キサメサゾンにより抑制された下垂体性クッシング病の一例. 血圧 2:82-85, 
1995. 

2. 南 順一, 河野雄平, 石光俊彦, 吉見宏樹：肥満高血圧患者における減量

の 24 時間血圧と心拍変動パワースペクトルへの効果. Ther Res 17:55-58, 
1996. 

3. 南 順一, 河野雄平, 石光俊彦, 瀧下修一：作用時間の異なるカルシウム拮

抗薬が高血圧患者の血圧, 心拍数, 自律神経活動の日内変動に及ぼす影

響. Ther Res 18:560-563, 1997. 
4. 南 順一, 石光俊彦, 沼部敦司, 松岡博昭, 河野雄平, 瀧下修一：高血圧患

者における24 時間血圧, 心拍数, 自律神経活動に及ぼすカルシウム拮抗薬

の影響 - シルニジピンとアムロジピンとの比較. Ther Res 19:45-49, 1998. 
5. 南 順一, 石光俊彦, 河野雄平, 沼部敦司, 松岡博昭：高血圧患者における

24 時間血圧, 心拍数, 自律神経活動に及ぼすシルニジピンの影響. 心臓
30(suppl2):76-79, 1998. 

6. 南 順一, 石光俊彦, 中村美貴, 太尾泰雄, 小野英彦, 松岡博昭, 牧 秀之, 
中川原実, 諸江輝義, 山越憲一：血液透析患者における非観血的循環動態

モニタリングニコビュ―PA1100 による評価. Ther Res 20:444-448, 1999. 
7. 南 順一, 鈴木武志, 吉井正義, 太田 智, 沼部敦司, 石光俊彦, 松岡博

昭：高血圧患者におけるシルニジピンの臨床的有用性の検討. Ther Res 
20:2895-2900, 1999. 

8. 南 順一, 鈴木武志, 吉井正義, 太田 智, 石光俊彦, 松岡博昭, 河野雄平, 
瀧下修一：シルニジピンの臨床的有用性についての検討 - 反射性頻脈の

抑制, 寒冷刺激による昇圧の抑制 -. Ther Res 21:756-759, 2000. 
9. 南 順一, 斎藤真由美, 稲田英毅, 明石真和, 鈴木武志, 吉井正義, 太田 

智, 鈴木武志, 原 和義, 原すおみ, 渡部滋子, 寺西 恵, 中村美貴, 太尾

泰雄, 小野英彦, 石光俊彦, 松岡博昭：保存期慢性腎不全患者の腎性貧血

に対する低含量エポエチンベータ製剤 750IU の連日皮下注の有効性に関す

る検討. 腎と透析 49:131-135, 2000. 
10. 南 順一, 河野雄平, 牧野百合子, 石光俊彦, 瀧下修一, 松岡博昭：薬理学

的特徴の異なる 3 種類のジヒドロピリジン系カルシウム拮抗薬が本態性高血

圧患者の 24 時間血圧, 心拍数, 心拍変動に及ぼす影響についての比較検

討. 医学と薬学 44:521-525, 2000. 
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11. 鈴木武志, 南 順一, 矢部彰久, 轟 正勝, 植竹修一郎, 渡部滋子, 原すお

み, 坪光雄介, 八木 博, 浅川 洋, 小野英彦, 沼部敦司, 掘中繁夫, 錦見

俊雄, 石光俊彦, 本田幹彦, 吉田謙一郎, 松岡博昭：腹腔鏡下で摘出が可

能であった褐色細胞腫の 1 例. 血圧 7:1249-1253, 2000. 
12. 南 順一, 轟 正勝, 鈴木武志, 吉井正義, 石光俊彦, 松岡博昭, 平田幸一, 

岩瀬利康, 碓井幸則, 越川千秋：当院における降圧薬処方の現況―コンピ

ューターオーダリングシステムのデータベースからの検討. Dokkyo Journal of 
Medical Sciences 27:493-501, 2000. 

13. 南 順一, 温 景, 稲田英毅, 小野英彦, 石光俊彦, 松岡博昭：高血圧を伴

った先天性腎性尿崩症の 1 例. 日腎会誌 43:35-38, 2001. 
14. 吉井正義, 南 順一, 鈴木武志, 松岡博昭, 大類方巳：成人期初期の血圧

に影響を及ぼす因子についての検討 - 医科大学生の定期健康診断のデー

タからの解析. 日本脈管学会誌 41:353-359, 2001. 
15. 南 順一, 松岡博昭：ジルチアゼム徐放剤が頻脈を伴う白衣高血圧の治療

に有用であった一例. 今月の治療 9:107-110, 2001. 
16. 南 順一, 大類方巳, 吉井正義, 堀江かおり, 渡辺菜穂美, 石光俊彦, 松岡

博昭：Helicobacter pylori 感染と動脈硬化性危険因子との関係. 健康医学
17:4-7, 2002. 

17. 南 順一, 石光俊彦, 松岡博昭：高血圧治療におけるロサルタンと低用量利

尿薬併用療法の有用性. 日腎会誌 47:864-869, 2005. 
18. 南 順一, 竹下正昭, 大野絵里, 古堅 聡, 阿部麗子, 阿部 力, 小堀哲雄,

石光俊彦, 松岡博昭：高血圧治療におけるロサルタンとヒドロクロロチアジド

の配合剤（プレミネント TM 錠）の臨床的有用性についての検討. 医学と薬学
58:115-119, 2007. 
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3. 著 書 
 
1. 南 順一, 河野雄平：高血圧―血圧モニタリング. 第 2 版循環器疾患の治療
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の観点から. ACE 阻害薬と臓器保護作用. 日和田邦男, 藤田敏郎編集, メ

ディカルレビュー社, 東京, p. 73-79, 1998. 
3. 南 順一, 松岡博昭：高血圧―Ca 拮抗薬の大規模介入試験と長期予後. Ca

拮抗薬のすべて（第 2 版）. 猿田享男, 日和田邦男, 荻原俊男編集, 先端医

学社, 東京, p. 152-161, 1999. 
4. 南 順一, 松岡博昭：AⅡ受容体拮抗薬の薬理―AⅡ受容体拮抗薬の種類

と構造. AⅡ受容体拮抗薬のすべて（第 2 版）. 猿田享男, 日和田邦男, 荻原

俊男編集, 先端医学社, 東京, p. 68-76, 2000. 
5. 南 順一, 轟 正勝, 松岡博昭：生活習慣病としての MRFS とは―MRFS と

動脈硬化―高血圧の観点から. 生活習慣病シリーズ、高脂血症診療ガイダ

ンス. 寺本民夫, 山田信博編集, メジカルビュー社, 東京, p. 120-123, 2002. 
6. 南 順一, 轟 正勝, 松岡博昭：心筋梗塞・脳卒中の予防の実際―高脂血症

患者における血圧の管理. 生活習慣病シリーズ、高脂血症診療ガイダンス. 
寺本民夫, 山田信博編集, メジカルビュー社, 東京, p. 144-146, 2002. 

7. 南 順一, 轟 正勝, 松岡博昭：心筋梗塞・脳卒中の予防の実際―高血圧患

者における高脂血症の治療の実際と注意点. 生活習慣病シリーズ、高脂血

症診療ガイダンス. 寺本民夫, 山田信博編集, メジカルビュー社, 東京, p. 
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